
自治体名

・地域産業の担い手となる人材不足

・外部からの新たな視点が流入するきっかけが少ない

・京都府域が活動の場として選ばれるためのPR不足

・京都府は歴史や自然などの様々な地域資源や、都市部と農山漁村といった地
域の多様性があり、多様な暮らし方や働き方が可能

・地域の特色あるテレワーク施設やコワーキング施設が充実

多様な人材を京都に呼び込む＋地域を元気に
（地域の特性に応じて、多様な人材が活躍できる環境を整備）

・移住促進特別区域（移住者を呼び込む地域）を指定し、受入環境を整備

・移住相談窓口を設置し、移住相談から移住後の地域定着までを伴走支援

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

◆移住促進と地域の受入環境整備に加え、

テレワーク施設等の拠点を活用した他地域とのビジネスマッチング

◆副業人材、テレワーク人材といった関係人口の地域への呼び込み

◆移住者、関係人口が地域で活躍しやすいような環境構築

事業
内容

「移住するなら京都」プロジェクト
～ 地域資源が豊かな京都府で、夢や希望にチャレンジしてみませんか？～



得られる
成果等

企業に求めるもの等

企業のメリット

事業（プロジェクト）名自治体名

寄附を
する
メリット
等

京都府政策企画部地域政策室 北部係 小長谷/井筒
Tel：075-414-5743 Mail：chiikiseisaku@pref.kyoto.lg.jp

連絡先

企業との連携イメージ

「移住するなら京都」プロジェクト
～地域資源が豊かな京都府で、夢や希望にチャレンジしてみませんか?～

・多種多様なテレワーク施設等の活用や、
地域との交流を通した研修の実施

・地域ならではの体験や交流活動への継続的参加
・地域とのまちづくり事業への参加
・プロジェクトのPRや協賛
（企業版ふるさと納税の活用）

・新たな拠点づくり（新たなパートナー獲得！）
・人材のスキルアップや、新たなビジネスの創出
・地域との連携による新たな事業の展開

●多様な人材が活躍できる地域づくり

●各地で移住者や関係人口のやりたいこと
が実現できるまちづくりの取組及び情報発信

府内に移住促進特別区域数は農山漁村地区・市街地地区合わせて、16市町村100ヵ所以上あり、様々な選択肢が存在！

多様な人材を惹きつけ、地域づくりの担い手が

増え、地域が元気になるとともに、

各地域

テレワーク
施設

コワーキング
施設

拠 点

地域ならではの
体験を通して、
地域との関わり

を創出！

農業体験や、地域課題解
決型ワークショップ等

地域企業

住民・移住者

企 業


